
　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

11
月
12
日（
火
）～
14
日（
木
）

の
３
日
間
、
先
進
地
視
察
研

修
と
し
て
札
幌
市
内
４
施
設

を
訪
れ
た
。

◆
子
ど
も
発
達
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー「
ち
く
た
く
」は
、
身

体
や
心
の
発
達
、
情
緒
面
や

行
動
面
の
問
題
に
対
し
て
、

児
童
精
神
科
、小
児
科
、整
形

外
科
を
持
つ
医
療
部
門
に
加

え
、児
童
心
理
治
療
施
設
、福

祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
入

所
部
門
、
就
学
前
の
子
ど
も

通
所
部
門
と
し
て
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
複

合
施
設
で
あ
る
。
心
と
体
の

子どもに安全・安心なまち

	 社会文教常任委員会

資生館小学校  開放された教室

部
局
が
協
働
し
な
が
ら
必
要

な
支
援
が
行
え
る
利
用
者
思

い
の
施
設
で
あ
っ
た
。

　

当
町
に
、
こ
の
よ
う
な
複

合
施
設
を
持
つ
こ
と
は
難
し

い
が
、
町
内
に
小
児
科
な
ど

専
門
病
院
が
あ
る
こ
と
は
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
と
し
て
病
院
誘
致

も
ま
ち
づ
く
り
に
は
大
切
な

要
素
の
一
つ
と
考
え
る
。

◆
子
ど
も
ア
シ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
は
、い
じ
め
な
ど
の「
子

ど
も
の
権
利
の
侵
害
」か
ら

救
済
を
図
る
札
幌
市
の
機

関
で
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
と

で
あ
れ
ば
、子
ど
も
も
、大
人

も
相
談
で
き
る
。
子
ど
も
に

と
っ
て
よ
り
相
談
し
や
す
い

機
関
と
な
る
よ
う
、２
年
間

の
施
行
実
施
に
よ
り
ラ
イ
ン

相
談
を
導
入
し
た
。
い
じ
め

は
早
期
に
発
見
で
き
る
こ
と

が
肝
心
。
相
談
窓
口
の
対
面

や
電
話
で
の
応
対
が
苦
手
な

方
も
、
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
で
気

軽
に
何
気
な
い
発
信
が
可
能

で
あ
る
。
早
期
発
見
に
期
待

が
か
か
る
。
情
報
端
末
利
用

も
低
年
齢
化
し
て
お
り
、
環

境
変
化
に
あ
わ
せ
た
相
談
対

応
の
工
夫
は
参
考
に
し
た
い
。

◆
資し

生せ
い

館か
ん

小
学
校
は
、
児
童

数
減
少
に
よ
り
札
幌
市
中
心

部
の
創そ

う

成せ
い

小
学
校
、
大お

お

通ど
お
り

小

学
校
、
豊ほ

う

水す
い

小
学
校
、
曙

あ
け
ぼ
の

小

学
校
を
統
合
し
、２
０
０
４

年
４
月
に
創
成
小
学
校
跡
地

に
開
校
。校
舎
は
地
下
１
階
、

地
上
５
階
建
て
。
ミ
ニ
児
童

会
館
・
子
育
て
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
・
保
育
所
が
併
設
さ

れ
て
い
る
複
合
施
設
。
校
名

は
、１
８
７
１
年（
明
治
４

年
）に
開
設
し
た
教
育
施
設

「
資
生
館
」が
４
校
に
由
来
す

る
。４
校
と
も
１
３
０
年
の

歴
史
が
あ
る
た
め
、
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
の
設
置
に
よ
り

各
校
の
思
い
出
を
保
管
展
示
。

　

複
合
施
設
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は『
子
ど
も
』。４
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
①
相
互
交
流
②
開
放

③
環
境
④
安
全
を
テ
ー
マ
に

つ
く
ら
れ
た
。
特
に
開
放
さ

れ
た
教
室
で
の
授
業
。
保
小

連
携
な
ど
、
各
世
代
間
交
流

や
教
師
交
流
含
め
充
実
し
て

い
る
。
体
育
館
は
半
地
下
に

あ
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を

有
し
た
指
定
避
難
所
で
も
あ

る
。

　

統
合
に
際
し
、
各
学
校
で

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
反
対
運

動
が
起
き
、
統
合
ま
で
に
70

回
を
超
え
る
説
明
会
を
行
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

　

子
ど
も
中
心
の
考
え
の
軸

が
ぶ
れ
な
い
こ
と
。安
全
、安

心
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
歴

史
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
、
訪

れ
た
私
た
ち
で
も
容
易
に
感

じ
取
れ
る
施
設
で
あ
っ
た
。

　

当
町
も
急
速
に
少
子
化
が

進
み
、
統
合
を
心
配
す
る
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
統
合

に
関
す
る
事
前
知
識
を
習
得

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
と
考
え
る
が
、
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
を
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

は
、
災
害
の
疑
似
体
験
を
し

な
が
ら
、
防
災
・
火
災
に
関

す
る
知
識
や
、
災
害
が
発
生

し
た
と
き
の
行
動
が
学
べ
る

体
験
学
習
施
設
で
あ
る
。

　

初
期
消
化
、煙
避
難
、防
風

体
験
を
し
た
。
体
験
効
果
に

よ
り
災
害
場
面
で
の
行
動
を

再
認
識
で
き
た
。
全
国
全
て

の
都
道
府
県
に
体
験
型
防
災

施
設
は
な
い
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
立
ち
寄
り
、
防
災
に
つ

い
て
、
体
験
に
よ
る
意
識
の

更
新
も
推
奨
し
ま
す
。

（
水
出　

康
成
）

察
を
行
っ
た
。

　

国
で
は
２
０
２
１
年
よ
り

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」を
踏
ま
え
、有
機
農
業

に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

市
町
村
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

小
川
町
で
は
、１
９
７
０

年
代
か
ら
有
機
農
業
は
営
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み

に
共
感
し
た
農
業
者
が
創
意

工
夫
を
重
ね
、
有
機
農
業
が

盛
ん
に
な
っ
た
と
の
話
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
里
山
な
ど
の
落

ち
葉
、
給
食
の
残
渣
を
活
用

し
た
、
た
い
肥
や
液
肥
の
安

定
供
給
、
利
用
拡
大
に
も
努

め
て
お
り
、
有
機
農
業
の
生

産
か
ら
消
費
ま
で
を
地
域
全

体
で
推
進
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

環
境
に
優
し
い
と
さ
れ
る

有
機
農
業
。
こ
の
取
り
組
み

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

も
、今
後
、環
境
へ
の
配
慮
が

強
化
さ
れ
る
。

　

坂
城
町
は
農
業
区
画
が
狭

く
、
耕
作
不
利
地
が
多
い
地

域
で
あ
る
が
、
今
後
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。　
　

 （
山
城　

峻
一
）

議会だより　さかき　No.175 議会だより　さかき　No.1759


